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！

い

目

圭

で
の

頸

田
」

と

お

る
切

は

「
田

再

■

査

五

は

再

岬
価

が

叢

了
す

る

目
吉

で
』

と
，

籏

五

十

七

集

見
出

し

中

，
泊

ｏ
■

錺

日
」

と

あ

昔

切

肚

，
聰

造

衙

売

槙

由

庶

喧

Ｄ

箏

詣

局
』

と
、

寛

五

十

八

条

中

，
泊

口

ｏ

鴉
」

と

畠

邑

の

は

，
ｉ

填

状

躬

に
し

た

市

団

蛯

由

由

目

８
蜷

器
」

と
、

珀

六

十

彙

党

二

■
申

『
ｏ

知

を

曼

け

た

と

宕

又

肚

篶
一一一
十

二

尭

竈

三

項

切
規

走

ヒ

よ

ｏ

泊

●

硅

ｏ

音

か

ら

申

山

■

に

蘂

付

し

右

い

こ
と

崔

訣

定

し

た

旨

切

遍

知

若

し

く

は

笥

四

十

三

集

籔
一一一
珂

晒

規

定

に

上

ｏ

自

昌

浩

口

崔

真

血

す

昌

宕

か

ら

申

，
●

忙

添

伺

吉

れ

な

い
，
」

と

崔

知

「

た

目

肥

■
知
」

と

畠
暑

の

胆

，
ｏ

知
」

と
，

第

六

十

一

貞

簑
一
一
■
中

中
ヒ

保
る

匿

■

ｏ

田

ヒ

つ

い

て

の

與

迫

旺

売

切

貴

顯
崔

畳

け

る

目

＾
売

三

十

＝

条

鶉

三

壇

又

は

第

田

十

三

集

篶
一一
項

田

規

定

に

よ

ｏ

ｉ

知

荏

望

け

た

と

昔

は
、

珂

知

荏

受

吋

た

目

儘

三

年

を

握

把

Ｌ

た

目
〕

瓦

は

拍

＾

切

中

止

若

し

く

肚

誼

了

切

童
一一
年

壱

幅

田

し

た

目

の

う

ち

い

ず

れ

か

邊

い

目

吉

で

切

期

山
」

と

畠

君

画

は

，
の

再

ｉ

古

又

拮

再
岬

缶

胡

苫

了

す

る

日

圭

で
」

と
、

鷺

六

十

二

集

蛯

＝

号

中
，
拍

Ｄ

皇

施

叶

画

ｉ
，

治

饒

竈

聖

ｏ

蔓

■
」

と

畠

着

の

は

，
蟹

造

距

疵

後

’

床

賦

口

皇

施

計

口

ｉ
」

と

饒

み

讐

丸

昌

も

の

と

す

る
、

口
六
コ

治
凹
の
缶
ｏ
等
固

葦

，

七

十

七

鶉

崔

第

八

十

集

の

二

蠣

一

項
ヒ

規

定

す

君

治

饒

肥

甚

靹

忙

つ

い

て

肚
、

罵

回

集

簑

一

項
、

第

五

集
．

第

七

条

覧

一

■

＾
摘

九

号

及
ぴ

〇

十

一

号

か

昌

鷺

十

三

号

ま

で

崔

噴

く
．
〕
，

蠣

八

魚

蠣

一

巧
，

寛

十

一

曼
、

第

十

三

免

＾
第

一

羽

箏

十

一

号
、

箒

十

三

号

か

昌
鴛

十

六

号

ま

で

及

ぴ

景
十

八

号

を

除

く
．
〕、

第

十

固

集

及

ぴ

第

十

五

集

田

規

定

臣

｝

用

す

看
．

－
』
晒

ｏ

台

に
宕

い

て
、

踊

四

晶

鶯

一

〇
申

『
臭

莇

厘

口

邊

田

及
ぴ

治

聰
■

任

医

師

的

，

定
、

治

＾

ｏ

害

皿

■

理
，

不

＾
合

ｏ

馨

晒

収

＾
、

宙
獺

切

倶

存

モ

の

他

田

泊

口

の

僅

ｏ

及
ぴ

竈

理

に

標

る
」

と

畠

昌

の

は

「
拍

聰

把

害

の

口

理

及
ぴ

田

簑

垣

保

存

望

と
、

寛

丘

集
申

，
畦

Ｄ

モ
の

他

治

ｕ
晒

依

ｏ

壱

す

る

た

喧

に

必

！

な

阻

聰
」

と

畠

る

固

喧

「
畦

口
」

と
、

鷺
十

三

彙

螂

一

〇

中

『
舳

集

晒

規

定

に
よ

ｏ
」

と

畠

着

晒
は

「
浩

＾

田

佐
ｏ

及

口

■

理
に

係

昌
」

と

肚

み

曽

え

昌

も

田

と

す

る
、

口

七

十

＾
彙

苗

■

怯

，
オ

出

泊

口

を

使
口

す

る

Ｏ

合

１＝

お

い

て
、

桂
箏

八

十

彙

肥

二

嘉

田

竈

に

規

定

す

君

治
Ｄ

崔

す

書
」
と

に

コ

い

τ
は
．

寛

四

十

六

集

血

筍

第

七
十

五

集
自

で

＾
ｏ

田

十
八

彙

第

一

刀

鴛
一
一
号
、

亮

五

十

粂

鷺
一一
項
、

踊
五

十

一

集

鶉

三

司

及

ぴ

箏

五

羽
亜

む

ヒ

亮

五

十

＝

集

籔
三

羽

を
除

く

Ｊ

切

規

定

崔

｝

月
す

石
．

２

自
昌

泊

與
吉

崇

舳
し

よ

う

と

す

昌

宕

が

治

螂

崔

簑

埴

す

る
ｏ

合

忙

由

い

τ
、

法

第

八
十

粂

の

＝

売

四

項

に

規

定

す

る

治

饒

崔

す

る
，
」
と

に

つ
い

て

ほ
、

第

十

六

集

第

一

項
、

第

十

七

集
、

鶉
十

＾

集

覧

一

項

＾
簑

十

号

及

ぴ

第

十

＝

号

か

ら

珀

十

回

Ｏ

吉

で

を

除

く
Ｊ
，

珀

十

九

条

覧

一

司
、

覧
一
一
十

一

彙

＾
竈

九

帯
、

螂
十

号

及
む

簑

十

＝

号

か

ら

鷺

十

四

〇

吉

で

崔

除

く
．
〕、

竈

二

十
一一
嚢
，

頸
…

十

玉

集
＾
覧

一

■

＾

五

号

及

口

寛

七

巧

崔
除

く
Ｊ
、

抗

四

十

彙

竈

一

聰

及

ぴ

蔓
一一
項
、

籏

四
十

五

集

籔
一

項

蜻

五

号
、

獺

四

十

六

集

か

昌

売

七

十

五

条

吉

で

＾
第

四

十

八

集

蠣
一

羽

塙

一

号

皿

ぴ

第

六

十

八

粂

第
一
一
咀

壱

職

く

Ｊ

垣

規

定

壱

｝

用

す

る
．

，
」

の

Ｏ

合

１＝

お

い

て
、

売

十

六

集

籔
一

■

中

，
泊

饒

邊

器

切

讐

哩
、

不

＾
合

仙

軸

与

の

岨
＾
、

田

ｏ

の

保

痔

モ

固

他

の

拍

聰

切

貞

茄

肥

，

＾

及

ぴ
讐

理

１：

硫

君
』

と

畠

る

切

は

「
拍

聰

Ｏ

聖

切

■

理

及
ぴ

田
畠

晒

保

存

田
」

と
、

竈

十

七

免

中

，
武

竈

モ

の

他

治

聰

壱

皇

肪

す

る

た

喧

に

必

埋

な

固

唖
」

と

畠

る

の

は

Ｈ
畦

聰
」

と
，

蔓
一一
十

五

呉

第

五

巧

中

『
蜆

遣

邊

■

箏

切
蠣

追
」

と

畠

若

の

肚

『
蠣

造

政

■
」

と
，
，
安

定

性

姫

の

品

□
」

と

畠

昌

晒

ほ

『
品

巨

と
、

莞

四

十

玉

晶

中

『
ｉ

句

に

保

存
－

と

畠

巷

の

は

「
俣

存
」

と

碗

み

菩

え

呂

も

の

と

す

る
．

口
七
十
九
臭

法
鷺
八
十
粂

空

一
簑
五
巧
忙
規
定
す
君

浩

饒

切

讐

理
に

つ
い

て

は
，

覧

＝

十

四

呉

＾
免

一

項

寛

五

号

及

ぴ

第

七

珂

崔
除

く
．
〕
、

竈

＝

十

九

集

第

一

羽
並

口

に

第

三

十

田

彙
塙

一

珂

＾
覧

一

号

か

筍

第

四

号

ま

で

を

除

く

Ｊ

及
ぴ

語
一
一
羽

の

規
走

崔

｝

用

す

る
．

一」
切

Ｏ

合

に

由

い

て
，

竈
一
一
十

田

彙

螂

五

珂

中

『
鋏

造

胆

■

ｏ

晒

聰

追
」

と

由

る

の
は

「
與
迫

藪

■
－

と
、
「
安

走

性

箏

切

品

筥

と

畠

君
晒

は

「
品

■
」

と
、

第

三
十

四

集

第

一

，

中

「
ｉ

切

忙

保

存
」

と

畠

る

④
ほ

「
保

存
」

と

副

尋

讐

え

石

も

田

と

す

る
．

｝

則

＾
拍

行

蠣

日
〕

＾

一

鶉

こ

切

右

令

ほ
、

皇

■

桂

及
ぴ

操

血

及

口

操

血

由

コ

せ

ん

賞

聰

竈

法

切

一

部

壱

設

正
す

昌

桂
ｏ

＾
平

成

十

四

午

睦

ｏ

第

九

十

六

号
〕

附

則
珀

一

集

に
邊

げ

る

政

令

で

定

め

る

肪

行

切

日

＾
平
威

十

七

年

四

月
一

目
〕

か

筍

麩

行

す

る
．

＾
箒

嗣

讐

古

竈

刊

切

ｏ

叩

に

，
す

君

稻

ｏ
拮

口
〕

，
一
一
集

怯

鶉

十

囮

集

竈

三

■

ヒ

規

定

す

看

貴

制

㊧

う

ち
、

１
」
の

省

令

晒

市

行

固

前

に

収

＾

吉

抗
、

又

直

作

曲

吉

れ

た

も

砲

及

ぴ

こ

肥

行

令

回

＾

行

田

冒

１＝

現
１＝

収

＾

さ

れ
、

又

喧

作

虚

さ

れ

て

い

る

も

切

に

つ

い

て
は
，

第

三
条

第
一

■

中

「
第

＝

ｏ

竈

一

面
，

鶉

三

〇

箏

一

肺

及

ぴ

第

四
竈

＾
竈

四

十

八

集

寛

一

項

笥

二

｛
．

竈

五

十

集

第

三

項
、

鴛

五

十

一

集

簑

三

項

皿

ぴ

第

玉

羽
，

覧

五

十

＝

条

蔓
一
一
■

並

ロ

ー＝

塙

六

十

八

集

笥

三

項

壱

疎

く
、
〕
の

規

定

④
定

由

右

と

こ

ろ
」

と

あ

る

田

胆
、
『
第

四

十

九

集

境

一

項
、

寛

五

十

四

生
，

簑

六

十

四
集
、

覧
六

十

七

彙

境

一

珂
、

竈

七

十

集

蛯

一

■

及
ぴ

拮
一
一
咀

田
規

定

切

定

曲

る

と
，」
ろ

並

口

に

竈

箏

岳

蛇

行

損

則
箏

切
一

部

崔

苗

正

す

る

省

令

＾
平

成

十

六

年

口
生

労

ｏ
右

令
鏑

百

十

二

号
〕

第

一

尭

田

規

定

ヒ

よ

君

ま

正

ｍ
画

賞

■
睦

施

行

規

則

＾
昭

重
一一
十

六

年

，

生

右

帝

鷺

一

号
〕

覧
六

十

七

尭

の

規

定

切

例
」

と
、

館

七

十

呉

第

一

，
中

『
文

■

１＝
上

○

竈

切

な

覗

明

崔

行

い
、

文

■

ヒ

よ

ｏ

伺

竈
」

と

畠

呂

田

は

「
竈

切

な

脱

明

を

行

い
，

同

立
」

と

す

る
．

＾
詰

寛

八

十

彙

田
一
一
館

一

口

画

ｏ

生

労
●

右
令

で

定
出

昌

甚

串

ヒ

田

す

る

邊

■

措

ロ
ー

口
一一一
＾

こ

の

竹

令

晒

砧

行

前

に

泊

口
の

叶

画
■

で

あ

「

て
、

獺

七

集

竈

一

項

＾
第
一
一
弓

か

昌

簑

四

号
吉

で

及
ぴ

寛

九

丹

か

昌

籔

十

三

号

ま

で

崔

除

く
．
〕
切

規

定

に

ｉ

合

す

る

も

の

が

作

虚

吉

れ

て

い

た

ｏ

合

に

由

け
邑

当

瞳

治

唖

に

儒

右

法

蠣

八

十

免

晒
一
一
螂

一

項

に

規

定

す

る

浩
饒

の

怯
ｏ

に

つ
い

て

ほ
、

寛

七

十

七

集

切

短

定

に

か

か

わ

ら
ず
、

賞

■

桂

抽

行

規

則

竈

切

一

部

を

ま

正

す

る

省

令

＾
平
成

十

六

年

口

生

菊

■

右

令

簑

百
十

＝

号
〕

覚

一

条

の

規
定

に
上

君

改

正

前

肥

崇

■

珪

曲

行

規

則

＾
昭

和
一
二

十
六

年

口

生
右

令

寛
一

｛
〕

第

六

十

七

集

の

規

定

の

例

に

よ

る
．

ｏ

□
生

労

■
讐

巾

口
一一一
十

七

号

萢
箏

詰

＾
明
和

三

十
五

年

註

む

覧

百

四

十

五

号
－

第

十

四

呉
第

三

項

＾
同

集

拮
九

■

及

ぴ

同

接

笥

十

九

集

田

四

仁

由

い

て

，

用
す

る

■
合

吉

台

む
．
－
並

む

に

同

桂

覧

十

四

条

の

四
語

四

■

及
ぴ

塘
十

四

乗

固
六

加

四

項

言

血

昌

肥

規

定

吉

同
睦

境

十

九

尭
切

四

に
由

い

τ

革

用

す

る

ｏ

合

崔

台

む
．〕
の

邊

定

に

■

づ

音
、

匿

竈
竈

聖

の

安

全

性

に

田

す

君

諜
宙
床
臣
ｏ
切
貞
茄
晒

葦

に
山
す
看
省
令
崔
次
の
よ
う

に

定

由

呂
．

平
曲

十

七

年

三

月
二

十
一一一
日

口

生
労
口

犬
臣

目
辻

尭
久

匿

竈

杣

器

肥

去

全

性

忙

□

す

君

非

田

崖

臣

饒

晒

実

施

の

£

阜

１；
田

す

巷

凸

令

冒

次獺

一

｝

腔

則

＾
鷺

一

粂

－

覧

四

呉
〕

…≡姜聾
第
五
コ

第
六

｝

第
七
竈

附
則

，

＾

及
む

岨

■

＾
第

五
条

－

簑

八
集
〕

畦
Ｄ
加
股
及
ぴ
棚
讐

＾
竈
九

集
－
寛

十
彙
〕

硅

Ｄ

茄

出

内

に

お

け

る
邊

作

＾
鴉
十

一

曼
－

簑
十
二
集
〕

桂

聰

軸

ｏ

箏

の

取

掘

い

＾
寛

十

三

品

－
掩

十

四

集
〕

胆

饒

叶

画

■

及

む

眩

饒

的

貞

施

＾
踊

十

五

条

－

覧

十

六

粂
〕

竈
告

及
ぴ
操
盲

＾
第
十
七
共

－
第
十
八
粂
〕

，
一
，

摘
則

＾
邊

旨
〕

竈

一

皇

こ
切

右
令

は
，

茗

■

畦

＾
昭

和
一一一
十

五

年

法

管

第

百

四
十

五

号
．

以

下

『
桂
」

と

い

う
．
］
第

十

四

集

覧

一一一
項

＾
同

曇

竈

九

■

及
ぴ

桂

篶

十

九

粂

晒

四

に

お

い

て

革

用

す

巷

ｏ

合

崔

含

む
．

以

下

同
じ
．
〕
並

ぴ

に

寛

十

四

秦

の

四
第

四

顯

及
ぴ

鷺
十

四

粂

晒
六

第

四

〇

＾
桂

笥

十

九

貞

の

四

忙

由

い

て

，

用
す

る

■
合

を

台

む
．

以

下

同

じ
。
〕
１＝

掲

定

†

る

口

生
労

Ｏ

夫

臣
田

定

由

呂

讐

巾

の

う

ち
、

民

籏

蠣

器
切

安

全

性

１＝

田
す

る

非

副

康

圃

政

＾
藁

■
桂
加
行
規
則

＾
昭
和
三
十
六
年
口

生
省
令

第
一
号
〕

踊

四

十

集

覧

一

項

売

五

号

口

及
ぴ

＝

＾
珀

百

＝

呉
に

由

い

τ

抑

用

す

巷

ｏ

合

崔

含

む
。
〕
及

ぴ

第

五

十

九
集

寛

一

項

＾
第

百

十

一

集

に

お

い

て

，

用

す

君

■

台

崔
省

む
．
］

並

ぴ

に

怯

鷺

十

四

条

㊧

六

塙

回

巧

＾
硅

鷺

十

九

彙

晒

四

に

由

い

て

皐

月

す

看

■

合

崔

含

む
．

以
下

同

じ

Ｊ

に

規

定
す

君

竈

岬

晒

う

ち

生

勒

掌

的

安

生

性

に

田

す

る
も

の

の

収

＾

及

ぴ

作

曲

田

た

由

に
，

国

口

虻

咀
に

由

い

て

藺

與

果

虐

用

い

て

行

わ

れ

昌

も

切

に

咀

君
、
以

下
単

に
「
直

ｏ
」

と

い

う
．
〕
に

抹

看

も

晒

荏

定

あ

る

も

の

と

す
る
、

｛
定

’
〕

＾

二

晶

こ

切

省

令

１＝

由

い

て

「
披

■

摘

酉

と

は
，

咀

聰

に

由

い

て

虫

全

性

の

岬

価

切

抽

＾

と

な

る

医
宗

獺

器

若

し

く

は

モ

の

原

材

将

＾
原

胡

呵

壱

ｏ

成

す

る

化
学

的

噛

田

又

借
生

勘

学
的

軸

日

崔

含

む
Ｊ

崔

い

う
．

呈

こ

の
省

令

に
お

い

て

「
封

照

吻

筥

と

は
、

固

饒

に

畠

い

て
桂

ｏ

哺

日
と

比

岐

す

る

目

的

で

月

い

昌

れ

る

匿

竈

蜆

器
若

し

く
硅

化

学

的

噛

ロ

エ

喧

生

軸

学

的

勒

日

崔

ヨ

こ

田

省

令

に
圭

い

て

，
喧

ｕ

晃
」

と

は
，

控

與

物

日

が

使

用
さ

れ

呂
軸

蜴
，

ｏ

蜴
、

笹

生

噛

又

は

こ

晒

ｏ

成

部

分
，

又

胆

モ

の

対

胴
と

し

て

用
い

ら

れ

昌

も

的

崔

い

４

こ

の

省

令

に

圭

い

て

『
Ｏ

本
」

と

は
、

櫨

古

又

は

卦

析

切

た

由

匝

與
系

か

筍

操

萌

吉

れ

た

噛

崔

い

う
．

；

，
」

切

省

令

に

お

い

て

，
生

チ

ー

タ
」

と

硅
、

直

嗅

に

お

い

て

有

昌

打

た

艘

鶉

切

結

＾

及

口

そ

田

配

罰

壱

い

＾
置

與

の

史

莇

に

冊

る
ｏ

叩
ｕ

口
一一
…

法

籏

十

四

景

又
は

壇

十

九

条

切

二
切

意

固

を

畳

け

よ

う

と

す

号

吉

又

は

皇

け

た
者

が

行

う
武

饒

田
臭

施

に

係

看

法

黄

十

四

条

語
＝

茗

並

ぴ

に

蠣
十

四

免

の

四

簑

四

項

及

ぴ

覧

十

四

集

の

六

寛

四
垣

に

規
走

す

る

垣

揖

切

収

＾

及

ぴ

作

庇

に

コ

い

て

は
、

次

集

か

昌
第

十

八

集

ま

で

の

規

定

の

定

出

る

と
’
」
ろ

に

よ

る
．



２号外第 ６０ 号水帽日平成 １ ７ 年 ３ 月 ２ ３ 日

＾
■

ｍ

曇

睨
者

切

■

誼
〕

＾

四

竈

武

■

在

曇

睨
す

号

者

喧
，

曇

亜

す

昌

匝

口

那

こ

画

ｏ

｝

に

従

「

て

負

加

さ

れ

た

け

れ
ぼ

な

筍

な

い

も

肥

で

あ

石

Ｅ

と

吉

畳

喘

す

る

吉

に

蛸

し

て
箏

舳

に

■

知

し

な

け
れ

ほ

な

昌

な

い
．

２

前

■
の

Ｏ
合

１：

畠

い

て
、

瞠

Ｄ

壱
曇

畦

し

た
者

又
肚

モ

切

地

位

崔
章

帖

し

た
者

＾
以

下

「
匝

＾

曇

暁

“

讐
」

と

い

う
．〕
胆
、

当

固

宮

じ

胡
，」
切

凸

，

に

従

コ

て

実

舳

さ

れ

て

い

呂

こ

と
、

厘

Ｕ
簑

茄

吉

れ

た

こ

と

壱

竈

固

し

な

け

れ

ぼ

な

呂

左

い
．

茗

籏

一

■

切

遍

知

及

口

前

羽

画

■

黎
は
、

文

■

に

よ

ｏ

田

ｏ
し
．

，」
れ

吉

保

有

し

な

け

れ

固

な

昌

な
い
．

〇
一
一
■

饒

＾

及

び

蛆

■

＾
■
３

〇

五

‘

宙

ロ

ヒ

従
■

す

壱

音

及

ぴ

茨

集

覧
一
一
｛

忙

規

定

す

昌

伯

靹

性

倶

圧
部

円

忙

□
す

る

盲

は
、

モ

晒

賞

邊

壱

ｉ

正

か

つ

円

柵

に

竈

行

す

帯

た

由

に

必

里

な

畝

ｆ

若

し

く

ほ

㎜

ｏ

崔

曼

け

た

音

工

は

口

塙

邊

與

在

有

す

暑

盲

で

畠

っ

て
、

当
度

豊

誌

崔

讐

行

し

う

る

蛇

カ

壱
有

す

る

も

切
で

な

け
血

ぱ

着

昌

な

い
．

２

藺

ｍ

忙

従

，

す
君

者

ほ
、

植

聰

｝

日
、

対

照

軸
日

及

ぴ

国

口

系

圭

汚

柴

し

な

い

よ

う
、

倶

ｏ

ｏ

生

上

出

蔓

右

注

竈

壱

払

わ

な

け

抗

冊

な

昌

な

い
．

＾
■
讐
ｆ
理
音
－

，

穴

竈

藺

■
茄

股

の

！

讐

皿

ぴ

ｆ

理
に

〕
い

て

■

任

を

有
す

君

オ

＾
囲

下

，
，

菅

■

繧

壱
」

と

い

う

Ｊ

直
、

次

忙

担

げ

る
景

竈

由
行

ｂ

な

時
れ

ば

な

昌

な

い
．

一

畦

９

』
と

ヒ
、

固

●
ヒ

従

■

す

る

宕

晒

う

ち
、

当

薗

藺

螂

的

真

莇
。

咀

竈
．

竈

告

箏

に

コ

い

て

コ

任

吉

甫

す

若

岩

＾
以

下

「
苗

ｍ

■

佳
宕
」

と

い

う
．
〕
昔

指

毛

す

昌

こ

と
．

二

当

訣
咀
Ｏ

茄
胆
で
行
わ
抗
る
緕
口
が

こ
の

彗

ヒ

従

コ

τ
行

方

拘

て
い

る

こ

と

崔

保

旺

す

看

部

【

＾
以

下

『
佃

口

佳

保

厄
部

円
』

と

い

う
．
〕
画

■

任

者

＾
映

下

「
佃

■

性

保

唖

蹄

円

■

任

吉
」

と

い

う
Ｊ

岳

拍

名

す

る
－
』
と
．

三

〇

〇

性

俣

皿

部

円

■

任

宕

別

モ
の

量
註

を

竈

切
ヒ

行

っ

τ
い

る
，」
と

崔

＾

ｏ

す

昌

こ

と
．

四

拉

＾
饒

日
岩

し

く

は

対

胆

ｏ

日

又

筥

」
加

吉
告

む

担

舎

饒

田

同
一

性
、

加

竈
、

安

定

性

及

ぴ

均

一

性

１＝

つ

い

τ

畦

ｏ

で

吉

呂

も

田

は
、

当

咬

８

Ｄ

吉

ｉ

切

仁

行

コ

て

い

る

こ

と

壱
ｏ

画

す

看

こ

と
．

五

莇
醒
及
ぴ
ｏ
閨
箏
胡
ｏ
即
ｏ
作

手
旧
■
及
ぴ
藺
＾

甘

面

■
忙

従

ｏ

て

佃

月

吉

れ

て

い

る

こ
と

壱

砧

咀

す

る

こ

と
．

六

固

じ

甘

□

●

に

硅

ヨ

て

モ

の

臣

Ｄ

を

竈

切
忙

簑

帖

す

る

た
邑

ヒ

十

分

曲

■

■

を

竈

保

す

る
－
」
と
．

七

臣

Ｄ

１＝

従

■
す

る

岩

及

口

佃

口

性

保

匝

部

円

ヒ

■

す

る

者

に

拙
す

昌

必

星

な

ｏ

亡

丑

む

日

■

吉

行

う
－」

と
。

八

畦

Ｄ

に

従

■
・
す

看

音

及

口

信

口

任

保

匝

苗

円

に

□

す

着

オ

に

つ

い

て

蜆

饒

青
．

団

‘

亜
口

口

窃

稻
Ｄ

吉

宙

簑

し

た

文

●

並

ぴ

忙

■

詣

卦

竈

を
明

田

し

た
文
‘
１

崔

作

虚

し
、

，
」
ｈ

昌

崔

倶

存

す

る
－
」
と
」

九

モ

切
他

藺

口
莇

咀

切

ｏ

営

及
ぴ

讐

理

に

田

す

看

賞

竈
＾
固

讐

任
宕
〕

，

七

■

臣

Ｄ

■

任

音

ほ
，

次

ヒ

据

げ

る
童

誼

崔

行
わ

な

け
れ

ぱ

た

昌

な

い
．

一

各

匝

＾

が
－
」
の

凸

ψ
、

ｏ

｝

蜴

作

手

旧

●

及
ぴ

試

口

甘

口
■

に

従

，

τ

行
出

坑

て

い

昌

こ

と

吉

竈

固

す

る

こ

と
、

一
一

生

ヂ

■

夕
拙

正

砧
１：
記

日
吉

れ
、

か

つ

ｉ

切

な

措

○

耕

，

じ

呂

抗

て

い

る
｝」
と

壱
砧

幌

す
る

こ

と
．

三

予

見

す

看

こ

と

が

で

讐

た

か

，

た
武

與

の

ｏ
ｏ

牲

に

螂

，

崔

及

ぽ

す

聾

い

の

畠

暑

■

蠣

に

つ

い

て
、

モ

竃
蓑
ぴ
馨
芭
要
盲
吉
窒
葦
て

い

有
，
」

と

を

ｏ

凹

す

君

こ

と
．

四

次
条
竈
一

■
第
三
号
田
指
ｏ
■
ｏ
及
ぴ
同
■
第
四

号

切

舳

告

に

よ

り

亜
讐

崔

行
う

［

と
．

五

固

Ｄ

票

那

臣

ｕ
叶

回
‘
－
忙

従

コ

て
い

君

も

切

モ

畠

る

こ

と

崔

‘

咀

す

昌
，
」
と
．

六

咀
口

計

ｉ
‘
「

ｏ

ヰ
、

生

ヂ

ー

タ

モ

田

他

の

肥

日

文
ｉ
、

＾

喧
竈

告

■

及

ぴ
ー」
れ

ら

の

杢

１
又

時

π

正

１＝

何

る

文
ｉ

＾
以

下

『
武

饒

田

保

竈

畔
』

と

い

う
．
〕

帥

田

＾

中

及
ぴ

モ

晒
償

了

時
に

苗

Ｄ

田

係

竈

料

崔

倶

存

す

｛

茄

股

＾
以
下

『
竈

料

俣

存
岱

蟹

と

い

う
．
）

に

保

右

さ

ｎ

て

い

昌

こ

と

崔

■

膣
す

君

こ
と
．

七

モ

切

他

喧

ｏ

晒

臭

茄
、

田

日
，

鶉

告

箏

切

讐

邊

に

■
す

る

蠣

鶉

＾
眉

性
保
旺
酩
…
Ｕ

口

＾

‘

栢

Ｏ

性

保

旺
部

［

■
任

岩

は
，

次

１；

Ｏ

げ

る

臭

邊

崔

自

昌

行

い
、
又

喧

ほ
口
’
」
と
田

担

当
岩

を

拍

名

し
、

モ

の

音
ヒ

缶

ｂ

せ

な

け

れ

ぼ

な

昌

直
い
．

一

固

＾

■

肥

で

行

お

血

昌

す

ぺ

て

晒

Ｏ

０

１：

つ

い

τ
、

宮

口

曇

脱

宕

の

氏

名

＾
珪

人

ヒ

畠

ｏ

て

は
、

モ

の

名

称
－
、

咀

Ｄ

，

任

音

の

氏

名
，

賦

Ｄ

亮
、

田

ｏ

面

竈

■
、

凪

口

毘

肥

日

付
．

固

●

の

ｏ

抄

状

現
、

＾
償
軸
告
●
晒

作
庇
状

温
箏
崔

性
聰
㌫

ε
」
と
に
岨

○

し

た

■

蜻

切

写
し

崔

保

存

す

る
，
」
と
。

二

〇

｝

ｏ

作

手

□

●

及

ぴ

直

Ｄ

叶

目

■

の

写

し

を
保

存

す

る

こ

と
．

三

苗

口

切
佃

ｏ

性

走

保

匝

す

昌
■
』
と

が

で

着

る

ｉ

当

な

時

蠣

忙
，

藺

ｕ

の

■

査

崔

行

い
、

当

団

武

口

訓

こ

的

■

｝

に

従

コ
て

行

わ
れ

て

い

看

こ

と

壱

、

螂

す

る

と

と

も

忙
、

当

饒

，

■

の
内

脅

籏

＾

及
む

鼓

讐

田

た

喧

匝

拍

ｏ

■

弔

－
』
れ

に

封
し

て

□
じ

ら

れ

た
措

■

並

ぴ

に

再

□

■

晒

予
定

箏

圭
竃

ｏ

し

た

文

●

壱
作

庇
し
，

こ
血

忙

■

宅

ヱ

直

岨

名

な

つ

印

垣

上

保
存

す

る

こ

と
。

四

前

箏
価

山

杏
に

由

い

て
、

岨

じ

の

佃

竈

性

ヒ

■
⊥
＾

な

螂

●

崔

及

僅

す

由

モ

れ

晒

あ

着

＝

と

崔

莞

見

Ｌ

た

と

盲

肚
、

ｉ

讐

■

理

音

及
ぴ

武

●
■

佳

岩
ヒ

対

し

て

鶉

告

す

る

と

と

も

忙
，

ま

■

画

た
出

画

舳
告

崔

行

う

こ

と
。

玉

国

艘
』
と

に
，

改

臼

切

た

由

垣

指

忙

■

巧

及
ぴ
，
」

れ

に

対
し

て

■

じ

昌

れ

た

拮

□

ヒ

■

す

る

ｏ

告

●

崔

作

庇

し
、

１

讐

行

埋

音

及

ぴ

目

■

ｉ

任

宕

１＝

堪

出

す

る

こ

と
．

六

昂

七

彙

竈

三

号

切

匝

＾
〕

任

吉

田

■

藺

胡

竈

切

に

行

お

れ

τ

い

る

か

ど

う
か

竈

固
す

る

こ
と
．

七

●

償

獺

告

●

忙

畦

●

匝

臭

拍
方

詰

が

正
竈

ヒ

岨
Ｑ

吉

れ
、

か

つ

生

チ

ー

ク

胡

正

‘

に

反

映

さ

抗

て

い

る

こ

と

崔
ｏ

岨

し
、

■

嘗

■

型

吉

及

ぴ

嵐

＾

■

任

盲

ヒ

対

Ｌ

τ
Ｏ

告

す
看

こ

と
．

八

竈

三

号

及

ぴ

前

号

の

■

藺

吉

行

コ

た

目

伺

及

ぴ

そ

晒

詰

＾

が

竈

菅

讐

１

宕

又

は

■

口
■

任
宕

に

ｏ

告

さ

れ

て

い

る

こ

と

吉

嘔

ｏ

し

た

文
■

崔

作
成

し
、

こ
れ

に
－１
毛

又

喧

田

宅

な

つ

印

晒

上

岨

與

■

任

岩

ヒ

提

出

す

君

こ

と
．

九

〇
■

性

保

岨
部

円

に

操

存

昔

れ

る

咀

日

の

聰

理

方

法

崔
文

■

に
上

ｏ

記

‘
し
、
こ

れ

崔

保

吉

す

昌

こ

と
．

十

モ
の

他

当

団

曲

口
枯

卍

で

行
お

刊

る

ほ

＾

崩

こ

固

ｏ

｝

に

従

つ

τ

行

お

打

て

い

君
，
」
と

暑
俣

血

す

看

た

出

ヒ

必

■

な

彙

竈

２

誼

９

」
と

の

ｏ

■

性

倶

旺

部

円

切

担

当

岩

は
、

当

蔵

国

Ｄ

１＝

従

，

す

石

右

以

外

面

岩

で

な

け

れ

ほ

な

昌

た

晶

鴛

一

司

垣

邊

定

に

よ

ｏ
保

存

昔
れ

る

文

●

時
、

武

ｏ

舳

咀

王

ほ

硅

じ

曇

喘

ぎ

箏

晒

指

定
し

た

ｏ

所

に

操

存

吉

れ

な

け

れ

ば

な

昌

な

い
．

口
三
■

宙
Ｄ
＾
唖
及
ぴ
柵
鴉

＾
圓
Ｄ
＾
咀
〕

口

九

鶉

臣
●

竈

黎
は
、

国

●

を

貞

竈

†

昌

た

喧

巫

■

な

面
租

及
ぴ

＾

遣

崔
有

し
、

か

つ
，

モ

垣

杷

龍

を

’

持

す

昌

た

由

武

口

に

出
●

を

及
ぽ

す

も

Ｏ

か

昌

十

分

１：

分

■

さ

れ

て

い

な

け

れ

ば

な
昌

な

い
．

２

舳

軸

左

用

い

た

畦

●

崔

行

ヨ

臣
Ｄ

加

股

肚
、

聰

軸

崔

ｉ

切

ヒ

蜆

ｆ

し
、

又

は

ｏ

哩

す

右

た

由
、

籟

亡

＾

咀
、

籟

料
、

ｏ

胎

＾

箏

荏

慢
■

す

る

舳

ｏ

用

凸
舘

胎
施

股

モ

切

他

必

蔓

な

＾

咀

咀

ｏ

壱

宥

し

な

け

刊

ほ

な

昌
右

い
．

且

田

＾
曲

瞠

ほ
、

拉

じ

螂

■

｛

晒

聰

担

圓

項

武

じ

ｏ

作

直

む

モ

鉋

他

切
固

ｍ

吉
竈

切

に

貞

施

す

る

た

め

に

必

里

な

区

分

昔

血

た

因

饒

壱
有

し

屯

け

れ

ほ

な

昌

な

い
．

４

田

ｍ

抗

股

ほ
、

竈

料

県

存

靖

旺

を

有

し

な

け

れ

ぼ

右

昌

な

い
．

＾
ｏ
里
〕

，

十

鶉

藺

口

成

ｏ

切

収

＾
．

固

定

又

は

竈

析

に

便

用
苦

血

る
杣

器
，

岱

咀

肥

現

功

崔

保

詩

す

る

た

由

ヒ

使

月

吉

加

昌

蜷

肥

モ

の

他

簑

饒

を

行

う

た

め

ヒ

必

蔓

な

杣

器

＾
以
下

『
ｏ

器
」

と
い

う

Ｊ

時
、

古

切

に

醒

計

吉

れ
、

十

卦

な

迦

哩
僅

カ

崔
有

し

な

け
れ

ほ

な

昌

な

い

○

器

は
、

竈

作
、

保

守

点

値
，

鶉

及

ぴ

値

邊

が

巷

易

に

行

お

れ

る

よ

う

遺

旬

忙

臼

■

さ

れ

た

け
血

ほ

な

昌

な

い
．

前

項
の

倶
守

点

頓

及
ぴ

佳

理

岳

行

ｏ

た

ｏ

合

忙

は
、

モ

田

日

付
、
内

富

亜
ぴ

負

加
宕

崔

文

●

に

よ

ｏ

記

凸

し
、

こ

れ

崔

倶

存

し

宮

け
打

ぼ

右

昌
な

い
．

，

四

■

藺

口

加

咀

内

に

お

け

召
担

作

＾
ｏ
牢
拒

作
手
口
．
１〕

口

十

一
彙

邊

営

■

坦

者

は
，

次

に

封
げ

る

ｏ

羽
に

田
す

る

実

＾

カ

曲

及
ぴ

手

口

崔

嘔

ｏ

し

た

枳

軸

ｏ

作

手

口

●

を

作

成

し

な

け

れ

ほ

な

昌

な
い
、

一

牲

ｏ

軸

□

及

口

蛆

照

勒

日

㊦

ｆ

理

＝

加

咀

出

■

瓦

ほ

ｏ

囲

晒

保

守

点

楡

丑

ぴ

佳

理

三

〇
助

胴

■

ｏ

胆

の

望

■

四

実

●

聰

軸
切

籟

■

及

ぴ

口

理

五

賞

＾

舳
功

田

一

個
症

状

箏

切

艘

崇

六

甚

Ｄ

の

伽

作
、

固

定
、

岱

古

及

ぴ

分

析

七

ひ

ん

玩

の

ユ

箏

及

ぴ

聰
饒

切

売
体

晒

聰

掘
い

八

舳
軸
晒
剖
軸
皿
ぴ
児

養

剖
岐
古

九

〇

本
の
躁
巫
及
ぴ
●
別

十

痂

哩
螂
ｏ

学
曲
軸
杏

十

一

生
デ

ー

タ

晒
■

壇

十
二

〇
〇
佳

県
■
胡

円
が
行
う
薫
鶉

十

三

武

●

従

■
岩

の

ｏ
＾

行

理

十

回

モ

切

他

必

！
な

■

■

○

讐

讐

理

音

は
、

舳

項
各

ｏ

忙

幻

げ

る

■

咀

が

宝

茄

吉

れ

若

そ

抗
宅

れ

耐

区

域

に

拓

串

邊

作

手

ほ

■

崔

蜷
え

付

け

な

け
れ

ぱ

た

ら

屯

い
．


